
アジェンダ２１すいた 会議記録表 

 

作成者：南方 

会議名 幹事会 

日 時 平成２８年９月２３日（金） １６：００～１７：４５ 

場 所 吹田市役所 高層棟２階 環境部会議室 

出席者(敬称略) 幹 事：三輪信哉、水川晶子、安本修、福井一彦、荒堀尚、冨田卓己、小田信子、

佐藤享 

事務局：石井、南方、小寺 

欠席者(敬称略) 幹 事：池渕佐知子、喜田久美子 

議事次第 １ 会則（交通費支給基準・役員選出基準）について 

２ すいた環境教育フェスタへの出展について 

  ９月２７日（火）10：00～ 第１回運営委員会 水川代表 出席予定 

３ ABC ハウジング千里万博公園イベントへの出展について（事務局より） 

４ 地球温暖化問題プロジェクト「すいた地球温暖化防止実践デー」について  

・第１回企画会議の報告 

・事務局からの報告 

５ 「ＣＯ2 ダイエット学校版」プロジェクトについて 

・アンケートで良回答のあった学校、吹田第二小、千里たけみ小、第六中へ連絡し

たことの報告 

６ 前回継続審議・検討課題 

・リコー（株）の助成金への応募について―事務局からの報告 

・会員増員（組織拡充）について 

・環境教育フェスタ前夜祭の交流会について 

【例】資源リサイクルセンター、わくわくの郷、ＳＥＬＦ、・・・ 

７ 報告 部会、団体、事務局より報告 

配布資料 ・交通費等支給基準（資料１） 

・役員選出基準（資料２） 

・市立サッカースタジアム・エキスポシティでの啓発イベント内容（案）（資料３） 

・「節エネ・省エネ・生活マニュアル」（発行：吹田市環境部環境政策室）（資料４） 

・「食べ残し減らせ！宴会「30・10運動」」（日経新聞/2016.9.23）（資料５） 

議事概要 

 

 

【１ 会則（交通費支給基準・役員選出基準）について】 

⇒事務局より、両基準の素案が説明され、その内容と様式について調整が行われた。

その内容は、下記の通りである。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■交通費支給基準（資料１）について 

◇主な変更点 

・吹田市内の移動も、支給対象となったこと。 

・支給対象の人数に、「1回の申請につき 3 名まで」という制限が設けられた。 

◇本基準の取り扱いについて 

・内規扱いであることが決められた。 

◇吹田市役所帰着について 

・「３ 交通の種類と計算方法」（「交通費支給基準」（資料１））における吹田帰着に

関する説明は、文章から省くことになった。 

◇適用日について 

・平成 28 年 10 月 1日より、本基準が適用されることとなった。 

◇「交通費等請求書」の様式について 

・交通費内訳の記載欄に、氏名欄を書き足すことになった。 

・「参加費等は、領収書を添付する。」という領収書の添付に関する記述を追記する

ことで、同意が得られた。 

◇その他、東京出張の際の支給などについては、「適用範囲の⑤」（「交通費等支給基

準」（資料２））に従い、各ケースについて幹事会で話し合うこととなった。 

 

■役員選出基準（資料２）について 

◇会則第 7条（役員）の改正について、新たに、役員の立候補、他薦の基準を設け

た。 

◇「立候補届け出書」の様式について 

・「推薦理由」の空欄を設けることで、同意が得られた。 

◇選考委員会について 

・役員を決定するまでの流れとして、立候補が挙がってから、幹事会などで選考委

員会を開き、定時総会で報告することになった。また、本基準は、「役員の選出」で

はなく、「役員の立候補」の基準にする方向性で決まった。 

 

⇒上記の内容を踏まえて、事務局で訂正案を作成し、次回幹事会で決定することと

なった。 

 

【２ すいた環境教育フェスタへの出展について】 

■運営委員長について 

⇒事務局から、環境教育フェスタの担当者よりアジェンダ２１すいたへ、水川さん

に運営委員長となっていただけないかと打診がきていることが報告された。 

◇アジェンダ２１すいたメンバーの協力により、水川氏の業務負担軽減に努めるこ

とを条件に、水川氏に委員長を引き受けてもらうことが幹事の総意で決定した。９

月２７日（火）10：00から実施される第１回運営委員会に、水川氏が出席予定で



あることもあわせて伝えられた。 

 

■展示内容について 

⇒事務局より、前回の展示内容について説明があり、その反省点を踏まえて、今年

度はどのような出展内容にするか確認が行われた。 

◇資源部会は、「参加型の給茶コーナー」を出すとのこと。 

・テーブルで歓談 ＋ 給茶の宣伝 ＋ 環境に関する決意のパネル 

・他部会も、給茶コーナーに参加してほしい。 

◇エネルギー部会と自然部会は、定例会で部会ごとに出展内容を話し合い、事務局

にメールで連絡することになった。（企画書締切 10/14） 

◇昨年の反省点として、次の２点が挙げられた。 

・「アジェンダ２１すいた」は何をするところなのかアピールできていなかった。 

・各部会のブースが離れていたため、統一感がなかった。 

 

【３ ABCハウジング千里万博公園イベントへの出展について（事務局より）】 

⇒事務局より、下記の説明があった。 

・10/16（日）に、表題のイベントへ「アジェンダ２１すいた」から参加が決まっ

ている。 

・都市魅力部シティプロモーション推進室より、環境政策室へ出展依頼があった。 

・本イベントへの吹田市の出展は、初めてである。 

・資源部会とエネルギー部会で「廃油を使ったエコキャンドル作り」というテーマ

で出展することが決まっている。 

 

【４ 地球温暖化問題プロジェクト「すいた地球温暖化防止実践デー」について】  

・第１回企画会議の報告 

三輪代表より、前回の会議では、ブレインストーミングという形で、様々な意見が

出されたため、次回の会議以降から方向性を定めて、準備へ入っていきたいと報告

があった。また、留意点としては、本団体の宣伝となるよう、「アジェンダ２１すい

た」のロゴをあらゆる場面で出したいと報告があった。 

・事務局からの報告 

資料３に従って、事務局より報告があった。 

 

【５ 「ＣＯ2ダイエット学校版」プロジェクトについて】 

・事務局より、アンケートで良回答のあった学校、吹田第二小、千里たけみ小、第

六中へ連絡したと報告があった。連絡を取った結果、第六中は不参加となったこと、

吹田第二小は関心を示してくれたため冊子を郵送したこと、千里たけみ小はまだ連

絡がついていないことが報告された。 

・エネルギー部会としては、本プロジェクトを拡充するために、学校をひとつずつ



攻略していく方針を持っているとのことであった。よって、幹事である福井氏が、

東山田小学校、千里新田小学校へ出向く予定であることが伝えられた。 

・吹田第二小へ、三輪代表と福井氏は訪問予定の意思があるとのこと。 

 

【６ 前回継続審議・検討課題】 

◇リコー（株）FreeWillの助成金への応募について―事務局からの報告 

・助成金を受けることができるのは、5 年に 1度となっているため、助成金の使用

目的が明確に定まってから応募した方が良いのではないかという結論に至った。 

・申請時期は、1 年に 3～4 回設けられている。 

◇会員増員（組織拡充）について 

・環境教育フェスタの前夜祭で、参加団体間の交流を深めることによって、会員を

増やすことにつなげていく必要があるという意見がでた。 

・交流会の費用は、参加者から徴収することとし、アジェンダ２１すいたの予算か

らは支出しない方向性で決まった。 

 

【７ 報告 部会、団体、事務局より報告】 

・イオン黄色いレシートキャンペーンの贈呈式（10/2）へは、福井氏が参加する

ことになった。 

・佐藤幹事より、「節エネ・省エネ・生活マニュアル」（環境政策室作成）が配布さ

れた。 

・三輪代表より、「食べ残し減らせ！宴会「30・10 運動」」（日経新聞/2016.9.23）

の記事紹介があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の日程 平成２８年１０月１４日（金）１０：００～  環境政策室会議室 

 


